
①企業が創る多様な主体のネットワーク：企業とNPO、学校など、新しい連携
による生物多様性普及啓発の場の創出（大阪城公園でのパートナーシップ）

②高校教員との連携、リーダー育成：生物科目教員などの啓発の場創出による
生物多様性普及リーダー育成（2023年8月開催予定の大阪での日本生物教育
会の全国大会を目指して）

③環境教育プログラムを利用した身近な自然体験：公園や学校など身近な自然
での環境教育プログラムの実施

④社会教育施設の活かし方（行政への情報蓄積）：大阪の生物調査データの集
約、蓄積の仕組みづくり（生物多様性モニタリングへの活用）

⑤日々の暮らしに生物多様性の恵みを取り込むアイデア：暮らしに盛り込むア
イデア出しと、広く普及する方法の考案

第4回生物多様性の保全に向けたネットワーク会議
「生物多様性の恵みを感じるまち大阪の将来像」





「おおさか生物多様性パートナー協定」

活動内容等の
協議・調整

企 業 大阪府

相 談

情報提供、助言

ＳＴＥＰ １

生物多様性保全活動に取り組む企業を大阪府及び大
学・試験研究機関等が連携して支援するとともに、府
が当該企業のＰＲや推奨を行うことで、企業の自主的
な生物多様性保全活動を促し、企業価値の向上を図る。

目 的

制度の概要

◆「大阪21世紀の新環境総合計画」（H23）
民間事業者による生物多様性全の取組みを促進

◆「生物多様性国家戦略2010-2020」（H24）
行政、事業者、専門家による「連携と協働」の
仕組み、科学的知見を 共有した活動が必要

背 景

生物多様性の保全に
取り組みたいけど、
何をすれば・・・。

専門機関のアドバイスを
受けながら取り組める
制度がありますよ！



積水ハウス（株）
新梅田シティ「新・里山」





伊丹市生物多様性交流フェスティバル



日本昆虫学会 2016年 昆虫じまん



③環境教育プログラムを利用した身近な自然体験

・堺市バッタ授業、ドングリ



③環境教育プログラムを利用した身近な自然体験
・堺市バッタ授業、ドングリ

生きもの調査（バッタ）第 3学年 学習指導案（案） 

 

めあて： 

・複数種のバッタ類を観察、比較し、形態やすみかの共通点や差異点に気づくことができる。 

・バッタ類を材料に、生きものの特徴を調べ、生きものの多様性に気づくことができる。 

・バッタ類を通して、身の回りの生きものと環境との関わりについて興味を持ち、考えようとする。 

 

 学習活動・内容 指導 

導入 

(45分) 

○昆虫、バッタ類の体のつくり、形態について（15分） 

T：今日（今回）は外でバッタを探して観察します。バ

ッタを見たことある人。バッタを探したことある人。

バッタを触ったことがある人。 

C：（反応…捕まえたよ。触れない。） 

T：みんな見たことはあるんだね。じゃあ前を見て。（番

号を付けたいくつかの昆虫の写真を提示して）どれが

バッタでしょう。 

C：（答える…①番、③番、など） 

→答えた番号の写真を移動させる。 

T：（カブトムシやセミを指して）これは？これはどう

してバッタの仲間じゃないのかな？  

じゃあ、バッタの仲間の特徴って何だろう。バッタの

仲間とバッタの仲間じゃないものとの、同じところ、

違うところはどこだろう？ 

C：（意見を出す…足の数は全て 6本。バッタの仲間は

触角が長い。など） 

T：バッタの仲間は（正解は…バッタのグループを囲む）

これらがバッタの仲間だよ。（→トノサマバッタ、ショ

ウリョウバッタなど、1種ずつ名前をいう。）バッタの

仲間の特徴はなんだろう。今日は（次の授業では）外

でバッタを捕まえて観察するよ。似ているところ、違

うところ、よく観察してみよう。 

 

○バッタ類と生きものとのつながり①（15分） 

T：バッタを探しに行くのにどこに行けばいいかな？

（環境の断面図提示して）バッタはどこに住んでい

る？ 

C：草が生えているところ！ 

T：なんで草のところにいるんだろう？考えてみてね。

 

 

 

 

 

写真：セミ、カブトムシ、カマキリ、

カマドウマ、ショウリョウバッタ、

トノサマバッタなど（バッタは複数

種入れる） 

バッタ（目）というグループの中の

共通点・差異点について考えるきっ

かけづくりとする 

◎バッタ目の特徴 

・後ろ足がジャンプできるようし

っかりしている 

・触角がある 

・主に草を食べる（注：昆虫を食べ

る種もいる） 

バッタの種名は答えられそうであ

れば児童に答えてもらっても良い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



堺市の取り組み

・堺生物多様性センター

「堺いきもの情報館」

ウェブサイト→

http://www.sakai-ikimono.jp/



堺市の取り組み

・堺生物多様性センター

「堺いきもの情報館」

生き物発見報告

市民参加のモニタリング

http://www.sakai-ikimono.jp/



堺市レッドリスト改訂

堺市レッドリストは2021年に改訂！
（2021年3月に完成予定）



①企業が創る多様な主体のネットワーク：企業とNPO、学校など、新しい連携による生物
多様性普及啓発の場の創出（大阪城公園でのパートナーシップ）

・トンボの連携
・大阪府生物多様性パートナー協定

②高校教員との連携、リーダー育成：生物科目教員などの啓発の場創出による生物多様
性普及リーダー育成（2023年8月開催予定の大阪での日本生物教育会の全国大会を目
指して）

・自然史フェスティバル
・ECO縁日

③環境教育プログラムを利用した身近な自然体験：公園や学校など身近な自然での環境
教育プログラムの実施

・バッタ授業、ドングリ

④社会教育施設の活かし方（行政への情報蓄積）：大阪の生物調査データの集約、蓄積
の仕組みづくり（生物多様性モニタリングへの活用）

・ウェブサイトの活用
・大阪市レッドリストの作成

⑤日々の暮らしに生物多様性の恵みを取り込むアイデア：暮らしに盛り込むアイデア出
しと、広く普及する方法の考案

・生物多様性ショップ
・全部大阪市産で作ろう！


